
六甲山自然案内人の会  

平成 29 年 7 月度定例自然観察会報告書 

 

実施日 ：平成 29 年 7 月 9 日（日） 

担当班 ：2 班 

コース ：神鉄有馬温泉駅～ゆけむり広場～落葉山～神鉄有馬温泉駅 

参加人数：会員 28 名 ビジター29 名 計 57 名 

テーマ ：初夏の裏六甲の観察 

 

概要 

日本三大古湯の一つ有馬温泉の西側に位置する落葉山の豊かな植生を観察する。 

 

本日観察した植物 

 リストは別添 

 

有馬温泉 

 有馬温泉は日本三大古泉とか日本三大名泉と言われ、 

古くは飛鳥時代の舒明天皇や孝徳天皇が行幸している。 

奈良時代、行基が温泉寺を建立し賑わう。 

平安時代末期、天災等ですたれるも仁西が再興する。 

 

落葉山   

源泉を探す時、仁西に白髪の老人がこの山から葉を 

落とした所に見つかる。 

そこでこの山を「落葉山」と言ったそうである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



カスミザクラ 

  蜜腺は葉柄上部にある。 

  花柄・葉柄に毛がある。 

  葉の裏面は淡緑色で光沢がある。 

 

 

 

 

 

アワブキ  

  枝を燃やすと切り口から泡を吹く 

  ことから名付けられた。 

 冬芽は裸芽で褐色の伏毛で被われる。 

 頂芽は独特の形をしている。 

 

 

 

シキミ 

  マツブサ科。 

  「悪しき実」からシキミになったと 

  言われる。 

  実は植物で唯一「毒物及び劇物取締法」 

  で劇物に指定されている。 

   

ミヤマシキミ                    

  ミカン科。                                   

  シキミに葉が似ていることから名付け                      

  られた。                                

  葉の裏にミカン科の特徴である油点                            

がある。                                    

 

 

 

イヌガンソク 

  ガンソク（コゴミ）に似ているが 

  食べられない事から名付けられた。 

  葉身が１ｍを超えるものもある。 

 

 

  

 

  

  

 

左：ミヤマシキミ 右：シキミ 

  

ミヤマシキミ        シキミ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後記 

 天気予報では雨であったがほとんど降られることも無く、また、ハイカーに出会う事も無くゆっくり

と観察することができ、参加者にも満足して頂けたと思われる。 

  

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 




